
資料１  

 

現在の復旧状況について 

 

・平成26年10月の台風18号災害復旧 

・由比～興津 斜面崩壊箇所の対策 

・防災機能の強化を図る対応策の方針のイメージ図 
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H28. 2. 9現在の状況

工事着手前(JR工事完了) 

H26. 10月台風18号被災時

法枠工施工状況

簡易法枠工施工状況 ﾓﾉﾚー ﾙ設置状況

JR東海施工擁壁

平成 26 年 10 月の台風 18 号災害復旧 JR東海道線 由比－興津間の山腹崩壊地における治山工事実施状況
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現在の状況（H28.3.15）
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防災機能の強化を図る対応策の方針のイメージ図

　防災機能の強化を図る対応策の方針について、キーワードを下記（１）、（２）の２点としてまとめていく。

（１）「全て斜面改良して、土砂崩壊を防止する」

（２）「既存施設の補強（コストにより区分する）」
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